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児童の前 向きな思いを育む支援のあり方

「ナラティブ」の手法を取り入れた小学校特別支援学級での実践を通してー

１　テーマ設定の理由

（１）児童の実態

私か担任する特別支援学級に通う６年男児（以下

Ａとする）は、学級の友達（特に年下の児童）に対し

て優しく教えたり、遊んだりすることができる。ま

た､友達と楽しく話をしたり、ブロックを使った遊び

などでごっこ遊びをしたりすることができる。その

反面、今、何をすべきかという認識が弱く、教師の指

示を聞いていても行動に移せなかったり、ほかの事

を気にして､指示自体を聞いていなかったりする。こ

のため、言語理解の高さは全体の場では生かされな

いことが多い。また､ 学級に在籍する低学年の子に対

し､ 過剰に接触してしまったり、相手の気持ちを気に

せず、自分の遊びたいという欲求を満たすためにか

かわろうとしたりすることが多々ある。また､教師か

ら注意をされても何がどう悪いのか理解できず、同

じことを繰り返してしまうことが多い。

Ａは、WISC - IVによる検査では言語理解指標

が101 とほぼ平均ではあるが、ワーキングメモリー

指標が60 と低くなっている。また、知覚推理指標、

処理速度指標がともに78 で、全検査ＩＱが78 とな

っている。さらに、Ａの特徴を捉えるために、黒澤

(2018)の「評価シート」1）を用いて、得意なことや

苦手なことを視覚化することにした。このシートは、

グラフが外側に広がるほど、支援が必要な項目であ

ることを示している。Ａは、〔図１〕のような結果と

なり、不注意とともに認知や聞くことに苦手さがあ

るものの、話すこと読むことが得意であることが分

かった。
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〔図１〕　Ａの評価シート　1）

Ａは、ワーキングメモリーが特に低いために､ 指示

をすぐに忘れてしまったり、重要なことを選んで覚

えたりすることが苦手なため、不注意傾向と相まっ
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て、学校生活では、同じ失敗を繰り返してしまい、自

信がもてない様子がよく見られる。そのため、Ａと話

をしていくと、Ａ は夢がなく常に失敗を想像したり、

自分にはできないとい う思いを感じてしまった りし

ていることが分かった。このような実態から、Ａが自

分に 自信や、夢をもち目標に向かって学校生活を過

ごすことができるようにという願いをもった。

（２）目指す方向性

Ａを観察していると、過去の失敗経験が強く、似た

ような場面や 学習において、苦手だと感じてしまっ

たり、最初から成功しない とあきらめてしまったり

する傾向が強くある。そこで､ Ａにとっての前向きな

思いは、自分について正しく認識することで、自分の

良さに気付き、将来への展望をもつことだと考えた。

このことは、小学校学習指導要領(2017,  3 告示）

総則の第１章第４の１の（3）の、キャリア教育につい

ても述べられている。その中でも、学ぶことと自己の

将来 とのつながりを意識すること、将来の生活や社

会と関連付けながら見通しをもったり、振り返った

りすることをＡにはできるようになってほしい と考

えた。

このような「個」に応じた教育をすることは、特別

支援教育にお けるキャリア教育としても重要な視点

であ り、全国特別支援学校知的障害教育校長会作成

による手引き2 ）には、キャリア教育を進める段階と

して〔図２〕のような「個」に合わせた階層構造を掲

載している。

Ａの実態を考えると、コミュニ ケーションや家事

の能力などは高く、問題なく行 うことができる。その

ため、「日常生活の遂行」から「職業生活の遂行段階」

へと移行していく時期であると捉えた。そこで､ 職業

の理解を正しく行い、就職するまでの道を考えたり、

対人関係 の態度を改善し、他者と意見を交わしたり

することで、さらなるステップ アップ をするこ とが

でき、Ａの良 さを伸ばし､ 将来への展望をもつことが

できると考えた。

〔図２〕　個人特性の階層構造と支援のあり方２）
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一方､ Ａの個別の指導計画では､ 本人と保護者の願

い、担任 の考えは以下の〔資料１〕の通りである。こ

の内容を受けて､ 長期の目標として、「見通しをもち、

何をすべきか意識して生活する。」「係や 当番の仕事

を進 んで行う。」とい う目標を立てた。見通しをもつ

こと、自分の仕事をするということは､ 将来の就労に

もつながっていく と考えた。

あると考えた。

外在化について渡部は、「何らかのきっかけで、語

られない物語（「自分はダメだ」とい う物語には出て

こない 自分）が大きな物語になっていく」ことや､「外

在化することで､ 問題を文脈として捉え､それに対処

していくことで、解決に近づけていくことができる。」

と述べている。

また､渡部は自分を過去､ 現在､ 未来の３つに分け、

それぞれの出来事や思いをたどって、自分の意思を

固めることで、望む未来に向けて頑張る意欲が生ま

れるとし、以 下の〔図４〕のような例を示してい る。

〔図４〕　「望む未来」に向けて整理３）

そこで、Ａにおいても、問題点を外在化するため

に、どうして問題となったのかを教師と一緒に考え

ていくことや、過去にどんな失敗をして問題となっ

てしまったのかということを外在化し、問題を解決

していくことで、焦点化した良さがより多く出てく

るのではないかと考えた。このように「ナラティブ」

の手法を取り入れ､Ａの考えを聞き取ったり、対話を

したりすることにした。

②　物語論的アプローチ

福江(2017) は、「『物語論的アプローチ』とは、子

ども理解の方法論を包括しつつ、より大きな可能性

をもつアプローチとして、近年注目されつつある実

践の方法論である。」4）と述べている。

ここでいう「物語論」という言葉は､ 本人の語りと

対話から出てきた、経験や感情などを物語にしてい

くことである。「物語」を作る実践は、本人しか知る

ことができない教科の苦手さや、好き嫌いを把握す

る例や､ 不安や心配などの心の中をさらけ出し､解決

の方法を自らで見つけていくという例かおる。福江

は、実践の中で児童の「大工になりたい」という発言

から、大工になるためのプロセスや課題を含めた自

作の物語を児童同士の対話から作り、具体的な活動

を共有し､一人一人が主体的に活動する中で､ 苦手と

していた友達との関係性を、友達の必要性を感じる

ことでより良くすることをねらっていた。

Ａにとっても、自分の語りにより物語を作ること

は有効であると考えた。また、より多くの語りが芽生

えるように、本人が語りたくなるよう学びの体験を

増やしていくことも必要となる。そこで､Ａが楽しく

語る経験を積むための学習場面を設定していくこと

が有効であると考えた。

本人・保護者

の願い

担任の考え

・勉強を頑張りたい（本人）

・時間を気にして、自分で行動できるようになってほしい。（保護

者）・　自分で身支度できるようになってほしい。（保護者）

・他人から見たら自分の言動はどうかを考えられるようにする。

・一日の見通し､活動の見通しをもって行動できるようにする。

〔資料1 〕個別の指導計画における願い

そして、Ａの他者との関わりやコミュニケーショ

ンといった､ 良い部分に注目し伸ばすことで､将来に

向けた前向きな姿勢を育てていきたいと考えた。

以上のような考えから､テーマを「前向きな思いを

育む支援のあり方」とすることとした。

２　研究の構想

（１）先行研究の考察

「前向きな思いを育む支援のあり方」を探るため

の手立てを導くために、先行研究を以下の通り考察

していく。

①　ナラティブ／社会構成主義キャリア・カウ

ンセリング

渡部(2016) は、「『自分はダメだ』という大きな物

語を変えるため､本人の良さを焦点化することで､こ

れまで気付かなかった自分の良さや可能性を知るこ

とができるだけでなく、自分の中から問題を外在化

することで、問題への対応の方法を客観的に判断す

ることができる。」3）としている。

渡部は、自分の物語の中に語られないものかある

とし､その部分を焦点化することで､新しい自分を発

見できるとして、〔図３〕のような例を示している。

「好きなこと」「頑張っ たこと」を問 う

「ダメな自分」以外を焦点化

〔図３〕　新たなる物語の発見３）

Ａは､担任という他者との会話から、自分を語るこ

とや、自分の考えが正しいのか間違っていたのかに

気付くことができる。また､写真や動画という客観的

に自分を見ることで、自分を客観視し､正しい言動を

意識するという力をもっており、この方法が有効で
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友達も　　　虫取りが　　　　　　　　少ない

好き・得意

自分の気持ちや感情を言葉や文字で語る事が出釆るように



Ａの実態から考えると、Ａは友 達と空想の世界を

作り、その世界のルールや物語を作り楽しむことが

できる。このことから、Ａ が物語を作ることに抵抗は

ないと考えた。そこで､ 友達との対話やＡの語りを意

識的に取り入れた問い の生成を見出し、物語論的な

授業へのアプローチ行 うことで､ Ａの「物語論的アプ

ローチ」を完成させ､ 他者からも認 められる喜びを感

じることができるのではない かと考えた。

③　 文章完成法

文章完成法とは、文章の前半の「刺激文」を見て、

被験者にそこから意味の通る文章を完成 させる方法

を用いた投影法の一つである。反応文を文章で書く

とい うことは、本人の性格や環境によって影響を受

ける。このことから、本人の試行やこだ わり、家庭環

境､ 社会的な環境などの要因が見え、自己意識が見や

すくするための心理試験のことをい う。

山本(2016)は､年齢に問わず障害がある方との面

談と合わせて、心理試験である「文章完成法」5 ）を

用いることで､ 言葉では語られない､ 対象者の言葉を

聞き取るこ とに成功してい ることから、この方法は

有効であると言える。

Ａは､ 書くことについて困難 さが見られるが､ 語り

始めるきっかけがないと語りが弱くなる。そこで､ 文

章完成法の刺激分の中から、Ａに語ってほしい内容

を精選し、その反応文をもとにＡ との対話を通して

Ａの語りを広げていくことができると考えた。

（２）手立て

前述の先行研究を受け、渡部の主張している、「ク

ライエントの問題を外在化して対応を考えたり、ク

ライエントの気付いていない良さに焦点を当てて、

それに気付くようにしたりする」ことで､ 問題を解消

していく「ナラティブ」の手法に加えて、前述の福江

の先行研究の実践を参考に、Ａの前向きな思いを育

むために、以下の手立てを考えた。

〔具体的な手立て〕

①　授業に前向きに取り組むための「自分の思いの

数値化」【自立活動】

②　Ａの語りを引き出すための「文章完成法」【自立

活動 】

③　 友 達との対話 から生み出す 「理想の学校づ く

り」【総合的な学習の時間】

①　 将来を前向きに考えるための「未来予想図づく

り」【総合的な学習の時間】

①　 「自分の思いの数値化」【自立活動】

Ｏ日々の授業の振り返り、ビジュアルアナログ

スケールを用いて数値化する。

○　 数値化した授業 の感想をＡ が語りで表現する

Ａの日々の授業の感想から、語りを引き出したい

と考えたが､ 質問に答えるだけでは､ 上手く表現でき

ないことがあった。

そこで、医療現場で痛みの認識や痛みの推移 が客

観的に目視できるようにするために行われる、「ビジ

ユアルアナログスケール」とい う方法を転用し、〔資

料２〕のようなシートを用いて､一日の授業を振り返

る形で､ Ａの感じたことや興味をひろっていく。その

結果から、その時のＡ自身 が感じたことを語らせる

ようにする。

Ａが語る中で、ネガティブに感じたことではなく、

ポジティブ なことがらに注目し焦点化していくこと

で、授業に対する思いをポジティブなものに変えら

れるようにする。また､ 授業の改善を行 うことによっ

て、語ることで 自分の思いや考え が反映 されていく

とい ら経験を積むことができるようにする。そ うす

るこ とで、Ａ に語ると良いことがあるという思いだ

けでなく、学習や学校に対する思いがポジティブ な

方向に変 わり、学校を象徴する担任との信頼関係を

築いていけるようにする。

月　　　 日（　　 ）　天気（　　 ）　　　　　｜

〔資料２〕ビジュアルアナログスケールを転用した

振り返りシート

②　 「文章完成法」【自立活動】

○　 定期的に文章完成法の「自分についてシート」

に取り組む。

Ｏ 「自分についてシート」の結果を教師に語る。

Ａは、自分を語る際にも、「分からない」「そんな気

がする」とい う返事が多い。そこで､ 文章完成法の設

問の中から、自分に関すること、家族､ 将来について

のものを厳選し。

〔資料３〕のよう

に取り組む。

本来の文章完成

法では、それらの

回答から対象者の

心理を 分析す る

が､この実践では、

回答したことを教

師がより具体的に

聞き、Ａのポジテ

ィブな語りを焦点

化し、ネガティブな
〔資料３〕　「文章完成法」

語りを外在化して語りを広げていく。その結果､ Ａが

「分からない」とい うことを言わずに、自分の回答を

見て、自分自身を振り返ることができるのではない

かと考えた。
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③　「理想の学校づくり」【総合的な学習の時間】

○　活動を通して、友達と語りを高め合う。

○　友達と自分の考えを討論する。

実践③に関係する､ 総合の単元計画は〔資料４〕の

通りである。

Ａは、学校の

友達について、

良いイメージを

もっておらず、

友達に関する質

問をすると通常

学級の友達のこ

とを言うことが

多い。これは､休

校中に家の近所

の友達と遊ぶ

テーマ

ことで、通常　　〔資料４〕総合的な学習の時間単元計画

学級の児童との遊びが楽しい とい う思い からく ると

考えられた。そこで､ 在籍する特別支援学級の友達と

楽しい思い出を共有することで、学級という限られ

た中でも楽しく過ごすこ とができると気 付くことが

できるようにする。

そして、近所の友達とは共有することができない

活動 として、「理想の学校づくり」を授業として行う

ことにした。これは、日ごろ大人と会話することを好

むＡ が､教師と話をしてい るうちに､ 教師とい う仕事

について興 味を持ち、いろいろな質問をしてく るこ

とが多くあったこ とで、学校を作るとい う活動 には

興味をもって取り組むこ とができるのではない かと

考えた。

「みんなで学校を作ろ う」と発案し､ 学級の友達と

意見を出し合ったり、一つの学校を作るために､友達

と対話をしたりすることにした。これは､ 福江の研究

結果 にもあるように､ 友達の必 要性を理解し､ 友達と

の関係を見直すきっかけになると考えた。

〔図５〕研究構想図

④　 「未来予想図づくり」【総合的な学習の時間】

○　興味のある仕事を発表する。

○　興味のある仕事を調べる。

○　今の自分と比べて、足らないことを考える。

○　未来設計図として、興味のある仕事に就くた

めの道を考え、みんなの前で語る。

実践④に関係する、総合の単元計画は〔資料５〕の

通りである。

自分のなりたい

職業に就くには、

どうすればいいか

イメージできるよ

う、興味のある職

業について調べる

ことで、自分の目

標をもつことがで

きるようにした。

また､Ａに興味
〔資料５〕総合的な学習の時間単元計画

を持っている仕事について質問すると、「○○になり

たかったけど､あきらめた。」や「無理だなと思った。」

などマイナスなイメージしがないため、自分が頑張

れば、色々な仕事を見つけられるとい うことを知る

ことができるように、関連する仕事についても調べ

ることにした。

この手立てを用いることで、自分で調べることや、

友達に分かるように語り、友達の発表を聞き、疑問に

感じたこと、より良くするための方法を考えて意見

を述べていくことなどの考えを述べることは、Ａの

語りを広げることにつながり、将来就労したときに

役に立つ語りや対話のスキルが身 に付くのではない

と考えた。

（３）研究構想

Ａに自分自身を認 めることにつなげるために、Ａ

の語 りから自分自身 に関することを表出す手立てと

して、「文章完成法」や 「自分の思い の数値化」を取

り入れようと考えた。また､ 他者から認 められること
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につなげるために、「理想の学校づくり」や 「未来予

想図づく り」など､ 友達と語り合い認 め合える手立て

を考えた。また、Ａ の特性から、友達や保護者から称

賛される喜びを感じられるようにすることで、より

前向きになると考え、保護者 と連絡帳や懇談を通し

て情報共有し、保護者からも褒 めてもらえる環境を

整えることにした。これらをまとめたものが､ 研究構

想図 〔図５〕である。

（４）検証方法

①～①の各手立てにおいて､ 下記の表のように「ア

量的検証」「イ質的検証」を適切に用いて行っていく。

３　 授業実践と検証

（１）「自分の思いの数値化」【自立活動】の実践

(手立て①)

ビジュアルアナログスケールの手法を取り入れ、

Ａにその時の自分が、出来事や授業に対 してどう感

じていたかを客観視す ることをねらい 実践を行った。

①　 実践の内容と考察

本学級では､毎朝今日の予定として､連絡プリント

を作成してい る。その中には、教科と内容､ 授業を受

ける教室､給食の献立､そして明日の授業予定を記入

している。そこに、Ａが感じたことを振り返るため、

「とても楽しかった」を「５」、「つまらない」を「１」

として、５段階で思いを数値化することを､ 宿題とし

て取 り組ませた。翌 日、その数値を基に、楽しい と感

じた理由や、つまらなかった理由など語りにつなが

るように「どうしてそう思ったのか」と聞き取りをす

る実践を行った。

実践当初のＡは､ 数値を見ながら「この授業はどこ

が楽しかった ？」と問いかけると「ファイルづくり」

や「学級目標が決まったから」など､ 授業の内容で短

く答えることや、１や ２とい う「つまらない」とい う

評価の振り返りは、「忘れた」や 「なんとなく」と答

えることが多かっか。また、３の「少し楽しい」と答

えた時には、「普通」と答えるなど、Ａ の感想が具体

的に出てきてい るとは言い難い内容になった。

しかし、回数を重ねていく うちに、「裁縫が上手く

できたからうれしかった。」や「たくさん話ができて

楽しかった。」など、Ａの感情が出てくるようにかっ

か。そこで、さらにＡ が語りをしやすくするために、

振り返りシートに数値だけでなく、一行の感想を書

く ようにした。

すると、「普通」とい う答えが出てくることが多い

ものの、中には「失敗しないか緊張した。」や 「間違

えて残念だった」、「久しぶりで嬉しかった。」など、

その授業 に対する率直な思いが述べられることが多

くなった。

②　 実践の検証

ア　 量的検証

ビジュアルアナログスケールを活用し、Ａ の振り

返 りシートに書かれた授業に対す る感想の数値をグ

ラフにまとめたものが〔図６〕である。この数値は、

一教科最大５点に対しての、Ａ の一時間平均値を表

したものである。

点

2.40

2.20

2.00

1.80

1.60

1.40

授業で感じ九思いの数値

2.33

６月　　 ７月　　 ８月　　 ９月　　１ ０ 月　１ １ 月

〔図６〕振り返りシートの数値

グラフからは、どの月も満点の半分以下の２点前

後であることが読み取れる。これは､Ａ が授業に対し

て「楽しい」と感じていないことが推測 される。

実践を始めた６月の数値は、「４」や「５」とい う

高い数値を出していた「学活」「理科（園芸）」が多く

の日に入っていた。このことから、Ａは友達と一緒に

何かを考えたり、作ったりすることに楽しさを感じ

ると判断できる。反対に、７月は、「学活」や 「理科
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（園芸）」は少なくなったことで、平均点が下がった

と考えられる。

８月以降は、大きく数値に差が生まれていないこ

とから､授業を楽しい と感じていないながらも、どの

教科にも同じように取り組 めていると判断できる。

数値化をきっかけに、教師がＡのつけた点数につ

いて、「どうして、この点をつけたか。」と尋ねると、

Ａは「どうしてだったかな。」と考えたり、理由を答

えたりして、自分がなぜそう感 じたのかを､客観的に

考えるきっかけにはなったと考えられる。

イ　 質的検証

Ａ の一行の感想を､ 客観的に検証するため､ テキス

トマイニングをかけて、月ごとの出現回数 と要約か

ら検証した。

≪６月≫

楽しい

うれしい

難しい
≪感想の要約 ≫

・草抜きが楽しかった

・工作みたいで楽しかった

・たま結びがむずかしかった

≪７月≫

ゴ一ヤ
裁縫

じゃんけん
詩

できる

書けるなくなる

負ける

もらえる

Ｑ

Ｑ

≪感想の要約≫

・裁縫が上手くできました

・不思議な気分になった

・ゴーヤがもらえてうれしかった

≪９月≫

≪感想の要約≫

・予定を覚えたい

・習字を頑張りたい

・逆転勝ちが楽しかった

I
恥ずかしい
≪感想の要約≫

・おもしろかった

・恥ずかしかった

・なかなかできない

≪11 月 ≫

■名詞

≪感想の要約≫

６月や７月は､実際に目に見えるものに対して､感

想を述べることが多かった。このことから､Ａにとっ
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て目に見える成果が多 かったこ とで、前向きになる

ことができたと考えられる。

９月には､ 体育発表 会に向けた練習が本格化し､ 学

年の予定が増えていったことで、自らも予定を覚え

たい とい う前向きな気持ちが生まれたと考えられる。

また、活動に対して「頑張りたい」とい う気持ちや、

活動 のゲームに対して、「逆転勝ちしたい」とい う前

向きの発言が見られた。これは､ 様々な教科に対して

「楽しさ」を感じることができるようになってきた

と推測される。

10 月は、修学旅行や６年生の校外学習、その合間

を図工の作品作りと、交流学級に行くことだけでな

く、学級でも、考えるこ とや決 めることも多く かっ

か。そのため、「なかなかできない」とい う感想にな

ったと推測される。しかし、「おもしろい」とい う感

想もあり、難しさを感じながらも前に進 もうとして

いることが推測される。

11 月は、「うれしかった」や「おもしろかっか」が

多くなり、今までのＡ とは違い､ 多くの活動に楽しさ

を見つけることができたと考えられる。

このことから､毎日を振り返ることで､一つ一つの

授業をしっ かり受けたり、内容を忘れたりしないよ

うにするという意識が芽生えるとともに、頑張ると

達成感が得られるとい うことに気付くことができた

と考えられる。

（２）「文章完成法」【自立活動】の実践（手立て②）

心理学で使 われる「文章完成 法」のシートを基に、

Ａ自身のこと、家族の事､ 友 達のこと、将来のことに

関す る出題をまとめ、「自分についてシート」を作成

し取り組んだ。

①　 実践の内容と考察

Ａは、「自分についてシート」に対して抵抗があっ

たため､最初は､ 書けることだけを書くことにした。

これは､ Ａの気持ちや 考えを知る前に､ シートへの悪

いイメージをもつことを避けるためであった。その

ため､ 最初の頃は白紙が多くなったが､Ａが記述して

きた内容について、「焦点化」や「外在化」を行った。

例えば、Ａが「子どものころ、私は」とい う刺激文

に対して、「ワガママ」とい う反応文を記載してきた

ときに、「ワガママとは、どうい うこと？」「それは、

ワガママなの？」とい うように質問をしていく。その

際には、Ａの行動について話をするのではなく、「ワ

ガママ」とはどうい うこ とかを語らせていく。そし

て､ Ａなりの答えが見つかったところで､ 対策を考え

ていくようにした。

②　 実践の検証〔質的検証〕

実践の結果 の抜粋を、以下の表にまとめる。

刺激文

実践開始時　　 実践前期　　　　 実践後期

①子どものころ、私は

ワガママ　　色々 だめだった　　　　 普通

うるさい　　　うるさい　　　　不注意残念

⑤勉強

白紙　　　　 算数と国語を頑張っている

⑩調子の良いときは

白紙　　　お腹と体と頭　　 色々できる。

こ のよ うな記 載 か ら、 Ａは 自分 に関す る こ とは 前

向き に 考 えら れる よ うに なっ た と推 測 され る。 こ の

こ とは､ ①の刺 激文 に対す る反 応 文で「ワガマ マ 」と

言 っ たＡ に対 して 、「ワガマ マ 」を 外 在化 し、Ａ がわ

がま ま だ と思っ てい た こ とは 、 本 当にそ うな のか と

い う点 に絞っ てＡ と語 り合 う中 で､ 徐々 に「ダ メだっ

た」とい うよ うに わがま までは な く、家族や 友 達 に対

して ダ メなこ とがあっ た と考え 始 め､ 最 終 的に は､ 幼

い頃、誰しもが経験することであったと認識し、「普

通」 とい う反応 文 に変 化 してい っ た と判 断 で きる こ

とか ら も分か る。

（３ ）「理想 の 学校づ くり」【総 合】の 実践（手立 て③ ）

①　 実 践の 内容 と考 察

Ａ を含 めた 学級 の児 童 が、 活発 に 自分 の 意見 を 語

るこ とができ る よ うに､ 教師 か らは「理想 の小 学校 を

作っ て みよ う。」とい う投げ か けの みを 行い 、学校 に

作る に あた り 、何 を決 め た らい い のか を児 童 が考 え

る よ うにしか。最初は､ 何を 決 めた らい い のか 迷い 、

意見 が ほ とん ど出 てこ ない 時 間か 流れた。しか し､ Ａ

が 「先生 とかかな。」 と独 り言 を言 い始 める と、周 り

もそ れ に反応 して 、「授業 」や 「教 室」、「学校 のあ る

場 所 」な ど意 見 が出る よ うにな った。

こ のよ うに して 、出 て きた 項 目を 基 に ワー クシ ー

トを 作 り、 そ れぞ れ の考 え る学校 の意見 を 書 き出 さ

せ た。そ して、自分 の考 えを語 った り、相 手 の語 りを

聞い た りす る こ とで、 自分 の考 えを 振 り返 る活 動 を

取 り入 れ、 相 手を 意識 し た語 り がで き るよ うにな る

ので はない か と考えた。

以 下、 実践 にお ける ２つ のエ ピ ソー ドを示 す。

ア　 エ ピソー ド①

「理想 の学 校 」の先 生 と時 間割 を決 める場 面。

（背景）

自分の意見を語り合い、一つの意見にしていく授業の

第１時である。ここでは、語りを生みやすくするために、

ホワイトボードを用いて、自分の考えを書くことを取り

入れた。本実践は、Ａを含めた４人で活動を行っている。

Ｂは小学６年生男児で、自閉症・情緒障害児学級に在籍

しており、知的の発達に遅れはないが、コミュニケーシ

ョンが苦手、選択制縅黙がみられる。Ｃは、小学６年生

男児、Ｄは、５年児で知的障害かおる児童である。

４人の関係性については、ＡはＢのことは好きで、仲

のいい友達だと思っている。ＣとＤは仲が良く二人で協

力して教師の手伝いや友達の手伝いをしてくれる。Ａは

Ｄとは会話をしたり、一緒に活動をしたりするが、Ｃと

は少し距離を置いている。ＡにとってのＣは、４年生よ

り通常学級から編入してきたことで、接し方が分かって

いないのではないかと推測される。

（エピソード）

最初の［どんな先生がいい？］という問いかけに対し
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て、「ドラえもん先生」と「やさしく厳しい先生（Ａが考

えた先生）」で、Ａ・Ｃは「優しく厳しい先生」。 Ｂ・Ｄの

「ドラえもん先生」に分かれ、語り合うことになった。

教師からは、「自分の考えの良さ」を伝えること、「相

手の考えの悪いところは述べない｡」ことだけでなく、語

り合うポイントとして、「相手を説得するつもりで話す｡」

ことを伝えた。より具体的になるように、ＡにはＤを説

得するように考えることを伝えた。

Ａは、ホワイトボードに小 さい文字で自分の思いを書

き続けていた。それを見ていたＤが、教師に「（Ａの意見

は）呪いにしか見えない｡」とつぶやいた。教師が、「長

く書いたほうが良いとは隕らないよ｡」と伝えると、「（Ｄ

を）説得できるように頑張る｡」と答えた。

Ａは、「優しければ困ったら助けてくれる。厳しい先生

は、苦手なことを教えてくれる。いけないことを注意し

て教えてくれる良い先生が、僕は良いと思います｡」と語

った。Ａの語りを聞いた友達が「優しく厳しい先生」が

いいと考え方が変わったことを経験する。

次は「何時間授業にするのか」というテーマでは、「１

時間授業と給食」と「５時間授業」で二つに意見が分か

れた。Ａは、「小学校と同じ、５・６時間授業」という意

見を出していたが、周りの意見を見て、「５時間授業」に

したと後に語っていた。語りをより具体的にできるよう

に、教師から「発案した人の考え」にも注目するように

アドバイスをし、互いに意見を語り合うようにした。

Ａは、「５時間だとちゃんと勉強ができる｡」こと、「５

時間でも給食を食べることができるし、友達と遊ぶこと

ができる｡」と語った。

しかし、今回はＣとＤの意見を変えることが出来なか

った。そこで、自分とは異なる考えについて、「マイナス

な点」に注目し語り合いを行うことにした。

Ａからは「ちゃんと勉強しないと将来に関係するかも

しれないし、頭が良くなると頭の回転が良くなる｡」と語

っただけでなく、Ｂの意見を受け「Ｂも言っていました

が､運動しないと体がなまってしまう｡」とも語っていた。

これでも、意見は分かれたままであったため、「友達の

意見を聞いて、どんな言葉を投げかければ、どう考え方

を変えてもらうのかを考える｡」ことを課題として語りを

考えるようにした。

Ａは「将来の役に立つし、なりたい仕事に就けるかも

しれない。親孝行ができるかもしれない｡」と語った。Ｃ

は「説得されちゃいました｡」と言ってＡの意見に共感を

示し、「５時間授業」が選ばれた。

イ　 エピ ソー ド②

「理 想 の学校 」 の教科 と新 しい 教科 を決 め る場面

（背景）

自分の意見を語り合い、一つの意見にしていく授業の

第２時である。Ａは、第１時を終えて、「難しい」という

感想を残していた。その難しいという感想は、みんなの

意見を一つにするということであった。この日は、Ｄが

体調不良で休みだった。

（エピソード）

今回は、理想の学校の教科を決めることになり、みん

なの意見を確認していくと、Ａは､「学校と同じ（９教科）」

という意見であった｡ 意見は、「学校と同じ」を選んだＡ，

Ｂと「図工以外で学校と同じ」を選んだＣの２つで分か

れたため、語り合いをすることになった。

Ａは、「苦手な教科、好きな教科があると思いますが、

やることで経験を積むことができ、将来につながる。こ

れからのことに役に立つ」と語っていた。そして、同じ

意見のＢが、「図工があった方が色々作れて楽しい｡」と

語ったことに対して、違う意見のＣが「片付けがあって、

休み時間か無くなる。だから、図工はいらない｡」という

語りを聞き、Ａは独り言として、「頑張った方が楽しいよ

ね｡」とＢに向かって言った。

結果として、今回もＣが意見を変えて、ＡとＢの「学

校と同じ」が選ばれることになった。

次に、「新しい教科を考えよう」という題で語り合いを

行った。　３人がそれぞれの考えについて語る方法をとっ

て行った。Ａは、「プログラミング」という新しい教科が

良いという考えについて、「図工などでは作れないものが

作れたり、ロボットを作ったりできるし、プログラミン

グで外国とつなぐリモートができるし、将来、ＩＴ企業

なんかで、人を助けたりできるし、収入が高い｡」と語っ

②　 実践 の検 証

本 実 践の検 証 につい て は､ 参与 観察 法を採 用 し､ 授

業 中 にお け るＡ の発言 が 前向 き にな って い る か ど う

かを 検証 してい く。

エ ピ ソー ド① では、最初 の語 り合い は 教 師が 「『 自

分 の考 えの良 さ』を伝 える こ と。『相 手 の考え の悪い

とこ ろは 述べ ない。』こ と としたル ー ルを 忠実 に守 り

発 言 してい た。し かし、友 達 の語 りを 聞い た り、友 達

が自分の語りを聞いて、意見を変えるという経験を

した りした こ とで 、 さら に友 達 の意 見を 変 え させ る

た めに 、 どん なこ とを 伝 えれ ばい い かを 考 えた と推

測 され る。そ の結果､ 友 達 の意見 を語 り の中に 入れ る

こ とや、「将 来」とい う考 えにつ なが った と判 断で き

る。

エ ピ ソー ド② では、最初 の語 り合い で は、「図 工が

あっ た方 が色 々 作れて 楽 しい 。」と語っ てい る。Ａは 、

絵を 描い た り 、工 作で 何 か 作っ た りす るこ と が好 き

であ る こ とか ら、 自分 の 気持 ち を話 し か と考 え らえ

る。 そ の一 方 で、 Ｃが 語 った 「片 付 け」「休 み 時 間」

とい うこ とは 、Ａ に とって も魅力 的 であ った。

し か し、そ の発言 に対 して、「頑張 った 方が 楽 しい

よ ね。」 と述 べ てい る。 こ の発言 以 降、教 室で も、図

工に限らず準備や活動後の片付けを自ら行うＡの姿

が見 られ る よ うになっ たこ とか ら、自分 の語 りか ら、

行動 が変 わっ た きっか け になっ た と判断 で きる。

エ ピ ソー ド ①② を 通し て、 自分 の語 りに よっ て 友

達 の考 えを 変 える こ と と、 自分 の行 動 が変 え られ る

こ とに気 付い た半 面、 友 達 の意 見 に対 して 同調 す る

体 験をす るま で には至 らな かっ た。

実 践 の結 果 、Ａ はＢ との仲 を深 めるこ とが でき た

も の の、反 対 意見 にな る こ とが多 かっ かＣ と の関係

は、 良く も悪 く もな らな かった。

そ こ で､ 友 達 の意 見に 同調す る 体 験を通 して､ Ａ の

語 りや 考 え方 の輻 が広 が り、 友 達を認 める こ とが で

きる ので はない か と考 えた。

（４ ）「未来 予 想図づ くり」【総 合】の実践（手立 て④ ）

①　 実践 の内 容と 考察

「未 来予想 図づ く り」では､ 語 り合 いを する ので は

なく 、自分 の興 味 のある職 業 を調 べ､ み んな の前で発

表 す る。発表 を 聞い た側 は､ そ の発 表 につい て 質 問を

す る 形式 で行 った。
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この活動は、将来に向けたキャリア教育の一環と

して行っただけでなく、友達の意見に同調したり共

感したりする経験を積むことをねらいとして取り組

んだ。以下に､実践におけるエピソードを二つ示す。

ア　エピソード③

第１時として､仕事を調べる上で、自分が知ってい

るようで、知らなかったことがあると気付かせるた

めに、仕事について教師からプレゼンテーションを

行い、職業調べへの意識を高めることを目指した。
（背景）

ＡとＢに対して(C,  D は欠席）プレゼンテーションを

行い、それぞれの興味のある仕事について語る活動を行っ

た。Ａは、未来を考えることに対して、「無理」や「分から

ない」という後ろ向きな発言が多いため、なりたい仕事で

はなく、興味がある仕事を語るようにした。

（エピソード）

Ａがこれまで興味を示さなかった、アパレル企業につい

て教師がプレゼンテーションを行った。Ａが、興味がない

と思っている仕事でも、興味を示す内容の仕事（例えば、

パソコンを使った仕事）があるということに気付き、Ａの

興味を広げられるのではないかと考えたためである。Ａ

は､プレゼンテーションが始まると、聞いてはいるものの、

特に興味がない様子で、静かにしていた。

教師が、パソコンの仕事や指示出しの仕事について「知

ってた？」と聞くと、「あるだろうとは思ったけど､､､｡」と

いうように濁した答えをしていた。

プレゼンテーションの後は、自分の興味のある仕事を書

き出す活動を行った。最初は迷っていたＡであったが、Ｂ

がたくさん書き出す様子を見たり、友達が「会社」という

発言を聞いたりして、「会社もいいかもしれん｡」「物づくり

とか｡」と発言し、たくさんの仕事を書いていった。

その中でも、「先生、パティシエってどう書くの？」「パ

ティシエって難しいかな｡」と独り言のようにつぶやいて

いた。　しばらくして、Ｂのホワイトボードが目に入ったＡ

は、「漁師ってどう書くの？」と言い出した。Ｂは、漢字が

分からずひらがなで書いていた。教師が漢字を教えると、

「漁師は疲れるって｡」と発言した。教師が「どんな仕事も

疲れます｡」と切り返すと、「人生はそんなに楽じゃないも

ん｡」と答えた。また、自分が書いた職業の中の一つを指さ

し、「これ、家から遠いもん｡」など前向きとはとれない発

言を繰り返していた。

その後、自分が書いたものを発表してもらうと、パティ

シエ以外の内容は、Ｂと似通っているものが多くあった。

その他にＢと異なる職種として、医療関係やボランティア

についても「人助けしたい｡」と言って書き出していた。

その後、２つぐらいに絞って調べてみようと提案する

と、Ａから、「動物園の裏側とは、パティシエは、家とかと

は違うから、どういう工程で、どれくらい種類があるかと

か。（を調べる）」という発言があった。

教師が、「漁師とかの一 日の生活について知りたくな

い？」と投げかけると、Ａは「知りたい」と即答し、「どん

な給料かも知りたい」という発言があった。

イ　 エピソード④

エピソード③の授業を終えて、気になる職業に

ついて調べる学習を始 めた。Ａ は、｢宇宙飛行士｣

について調べることにした。Ｂと教師のやり取り

を聞いていたＡは｢ 宇宙飛行士｣ について調べるこ

とになった。二人には､ 同じ資料を使って調べても

らい､ ＡとＢの考え方の違いや､ 受け取り方の違い

に気付くことができることを 目指した。

（背景）

それぞれが、自分の興味のある仕事について、調べたこ

とを発表した。発表した後、聞いていた友達から質問を受

けたり、こうすると良いなどのアドバイスを受けたりする

ようにし、自分の考えをさらに高める活動を取り入れた。

（エピソード）

授業が始まり、発表しようとするとＡは、「自分の一番気

になる仕事はやめた。 たたかれそうだから。　リスクかお

る｡」と発言した。

Ｄが「すき家のクリーンリネス」について調べたことを

発表する中で、「中学校で整理整頓をしたい｡」と語ると、

Ａは「勉強をしたほうが良いよ｡」と発言した。

Ａの発表では、「中学に入ったら、色々な勉強を頑張りた

い｡」と発言していた。発表が終わり質問タイムになると、

「怖い」と言ってその場から逃げようとしていた。Ｃが、

「どんな外国語を勉強したいですか？」と聞かれると、落

ち着いて「（宇宙飛行士は）いろいろな国の人がいるので、

色々な国の言葉を学習したい｡」と答えていた。

また、教師から「どうして宇宙飛行士について調べた

か｡」と聞かれると、「知らないことがたくさんあるので、

知りたいなと思ったことと、挑戦してみたいなと思ったか

らです｡」「挑戦したいなと思っだのに、本とか読んでかっ

こいいなと思ったからです｡」と答えていた。

Ａは、同じ宇宙飛行士について調べたＢに対して「お仕

事サイトで、（宇宙飛行士になるには）自然科学の大学で勉

強しないといけない とあったのですが、行 かない です

か？」と尋ねた。教師が「自分が気付かないことを、友達

から教えてもらうことも大事です｡」と話をすると、Ａは

「宇宙学校はないです｡」と間違いを指摘していた。

最後のまとめとして、教師が「今の自分はこうだから、

中学校ではこうなりたい。そして将来は気になる仕事に就

きたいということを調べてもらいました。では、就きたい

仕事になれなかったとき、それまでにした勉強とか活動は

無駄になるのだろうか｡」と投げかけると、Ａは「無駄には

ならない。他のことにも使える｡」と答えた。

Ａに対して「Ａが頑張った勉強、外国語、体力は、自然

科学系の大学に入れなかったとき無駄になる？」と聞くと

「無駄になることもあるけど、使えることもあると思う｡」

と答え、Ｂに対して「外国語は無駄になるかな｡」と教師が

聞くと、ＡがＢに向かって「通訳になれる｡」と答えた。

最後の質問で「なりたい職業になれなかったらどうしま

すか｡」とみんなに質問し、Ａの結論として、「他の仕事に

就く。無駄になるかもしれないし、無駄になれないかもし

れない｡」と発言していた。

②　実践の検証

本実践でも､ 参与観察法を採用し､授業中における

Ａの発言を考察していく。

エピソード③では､仕事をしている人の中には､生

活のためや、他の夢をかなえるために働いている人

がいることを知り、「資格がないからできない」とあ

きらめるＡの認識を改めることを目指したプレゼン

テーションも､ 素直に受け入れることができず､興味

のある仕事を書く手が止まることが多かっか。　しか

し､エピソード①②を通して､共感できる友達となっ

たＢが書いている姿を見て、興味のある仕事を書い

たり、書いたことから思考が高まり、自分の興味のあ

る仕事を発表したりする姿が見られた。

Ａの授業中の発言をまとめると、これまでのＡの、
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「無理」や「分からない」とい うマイナスのイメージ

が徐々に緩和され､ 質問や発言 が増えていき、前向き

に考えようとし始 めていると推測される。

エピソード①では、自分で調べたことを発表する

とい うことで、恐怖心に近いプレッシャーを感じて

いることが推測される。今までのエピソードとは違

い、自分一人で資料と向き合い まとめたため、自信が

なかったものと推測される。しかし、自分の発表を聞

いた友達の様子から、間違っていなかっ たとい う安

心感 が生まれたと考えられる。それは､ 発表後の発言

が増えていく様子から推測 される。

エピソード③④を通して、未来の自分を語らなく

てはならない本実践を通して、自分の夢を語っても、

誰からも批判や 中傷されることがないとい うことに

気付くことができたと推測 される。このことは､ 手立

て②の文章完成法の中の刺激文にある「将来」につい

ての反応文が以下の〔資料６〕ように、仕事に就くこ

とだけでなく、夢を記載していることからも判断で

きる。

⑨ 将来(しょうらい)

〔 資 料 ６ 〕 Ａによる文章完成法の記述

Ａにとって一人で何かを調べたり考えたりするよ

りも、友達や他者に語っていくことで安心感であっ

たり、達成感を味わうことができると判断できる。ま

た､語っていく中で、自分や友達にとって良い発言が

飛び出し、自分の語りで前向きな自分が表出してき

ている様子が見られた。

４　おわりに

本実践は､Ａが得意とする話すことから、ヒントを

得て「ナラティブ（語り）」を中心として、Ａを前向

きな考え方をもつことができるようにと願い実践を

行った。この実践について､Ａの保護者の協力を得る

ことができ、日ごろの様子を連絡帳に記載したり、懇

談会時に直接伝えたり、直接話した方が良いと判断

しかときには、電話連絡をしたりして伝えていた。

手立て①のビジュアルアナログスケールでは、Ａ

の数値が低いことに心配している様子も見られたが、

次第に前向きになっていくＡの様子から、「家でも褒

めました。」という記載が見られ、保護者もＡのこと

を前向きに捉えられるようになったと考えられる。

このことは、以下の〔資料７〕の連絡帳の記載から判

断できる。

〔資 料 ７ 〕Ａ の保 護者 によ る連 絡帳 の記 載

最後に、本研究の成果と課題を以下に示す。

≪成果と課題≫

○　自立活動や総合的な学習の時間において、Ａ

の良さである「語り」をベースにした手立てを工

夫したことで、Ａの思いや考え方が表出される

ようになった。

Ｏ　Ａの良さである話すことを、苦手な活動にも

取り入れたことで、友達に認めてもらうことが

でき、前向きな姿が見られるようになった。

○　良さを取り入れる手法は、本学級の他児童に

有効であった。このことから、自己評価が低くか

りがちな通常学級在籍児童の取り出し指導等に

も十分応用できると考えられる。

●　個のねらいに迫ることに加えて苦手な面を軽

減するためにも、個の良さを多方面からより丁

寧に捉えたうえで活動を工夫していくことが必

要である。

●　個の将来につながる力を育成するために、キ

ヤリア教育の視点をさらに重視し、より細やか

なスモールステップ化を図ることが必要である。
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